
 

※タイトル文字は滝平二郎 

 

滝平二郎先生を偲んで 

三輪 巴 

  
滝平二郎先生が、去る５月１６日に逝去されました。享年８８歳でした。 
明野図書館は、滝平先生と深い御縁がありました。 
図書館の開館（昭和６１年７月２０日）に合わせて、ズック製の黄色い図書館「通い袋」にも、館員が身に

着ける「エプロン」にも、絵本の名作『花さき山』のラストシーンがプリントされました。主人公「あや」が妹

「そよ」をおんぶした、微笑ましくも自信に満ちた、清々しくも凛々しい姿です。切れ長の幼い眼差しには、

優しさと勇気と希望とが宿っています。たった十の「おなごわらし」とは思えない風貌です。 
図書館のサービスの原点は、図書資料の充実に求められることは勿論ですが、特に地域住民に身近

な存在である市町村立（公共）の図書館であってみれば、併行して、或いはそれ以上に大切なこととして、

図書館運営に必要なものは恒常的で日常的な「サービス精神」だと言えるのではないでしょうか。公共図

書館業務の根幹を成すのは、そこに働く職員のサービス精神によることは間違いのないところです。図書

館が「地域の学習権を保障する場」なのだと「認識と自覚」とをもって一所懸命に勤めるからこそ、いじけ

るのでもなく、おもねるのでもない職業人としての展望が持てるのであり、そこからまた、地域の躍動も始

まるのだと期待できるのです。 
ご存じのように、「花さき山」に咲く花々は、「ふもとの村のにんげんが、やさしいことをひとつするとひと

つさく」のです。「やさしいことをすれば花がさく。いのちをかけてすれば山がうまれる」とまで、言うので

す。「自分のことより人のことを思って」一所懸命に生きる姿です。山の精である「やまんば」から、「あや」

は秘密を明かされます。 
『花さき山』の「あとがき」で、作家の斎藤隆介さんが述べます。『花さき山』は、日本の大東亜戦争敗戦

後の人々への讃歌であり、「一杯に自分のために生きたい命を、みんなのためにささげることこそが、自

分を更に最高に生かすことだ、と信じてその道を歩きはじめた人々」がいたことに感じたのだ、と。 
滝平先生は、斎藤先生の精神にほだされたのです。絵本『花さき山』は、滝平先生の熱情・感情と技量

と理性とが凝縮し結晶した名作となりました。 
私もまた、明野の図書館に集う老若男女のそれぞれ（の心の中）に、多くの花々が咲くよう、祈りを籠め

たのでした。 
図書館が開館した年の暮れには、「滝平二郎絵本原画展」を開催。『花さき山』『モチモチの木』の原画

作品等４５点が展示され、原画展に合わせて来館願った先生と、岩崎書店編集長（当時）で児童文学者の

小西正保さんのお話とには、心を和ませる参観者の多くの笑顔がありました。 
 開館翌年の６月から発行した館報「花さき山」は、滝平先生から戴いた「切り文字」のタイトルで飾られ

ています。「通い袋」と「エプロン」の時は、先生へ直接電話でお願いして快諾を得たのでしたが、こちらは

小西さんの口添えでした。確かな芸術作品でもある切り文字は私のもとに封書で送られてきました。便箋

にはペン書きで「如何ようにもご利用下さい」と認められていました。感動のタイトル文字と書簡は明野図

書館の宝物として、図書館内全体を見渡せるよう、事務室の入り口近くに額に納めて展示されています。 
玉里村（現在の小美玉市）生まれの先生は、故郷の訛りを残した語り口でした。 
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先生に最後にお会いしたのは、平成１８年だったと覚えています。茨城県立つくば美術館での絵本原画

展・作品展の会場は、開館前から参観者でごったがえしていましたが、面会の申し出を担当者に取り次ぐ

と、即刻おっしゃったそうです。「この人は僕にとって大事な人だからすぐに会いたい」と。私は恐縮の面持

ちでお会いしました。 
今私は先生の御霊の前に額づき、祈ります。御霊は中空の花となり、日本の子ども達・若者達の心に、

人を想いなす清らかさが常しなえに漲り宿るよう、見守ってくれますようにと。 
先生、盟友である斎藤隆介先生とともに花の台

うてな

に寄り添い、大好きだったお酒を存分にお召し上がりく

ださい。 
合掌    

（ みわ・ともえ / 前明野図書館長・桜川市在住 ） 

 

 
●おはなし会 午後３時から 児童室にて 
 

７月１２日（日） 
『ソメコとオニ』 斎藤隆介 作， 滝平二郎 絵 岩崎書店 
『せんたくかあちゃん』 さとうわきこ 絵 福音館書店 (ビックブック) 

７月１９日（日） 
『のろのろデイジー』 ロブ・ルイス さく， 船渡佳子 やく ほるぷ出版 
『かぐやひめ』 メルヘン立体童話企画 制作  メイト（大型立体絵本） 

 

●ブックスタートクラブ たなばたまつり 

更生保護女性会明野支部およびブックスタート支援の会の方と、たなばたまつりを行います。 

日時 ：  ７月１日（水） 

 午前１０時～正午まで 

会場 ： 明野図書館 視聴覚室 

内容 ： 七夕かざり・短冊づくり、歌、紙しばい、手あそび ほか 
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